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の
紹
介
や
学
生
生
活
に
お
け

る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
の
質
疑
応
答
で

は
、
学
生
か
ら
事
前
学
習
を

踏
ま
え
た
質
問
が
相
次
い

だ
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
見
学
場
所
が
限
定

さ
れ
、
セ
リ
を
行
う
場
所
な

ど
に
は
入
れ
な
か
っ
た
も
の

の
、
２
階
の
見
学
者
用
通
路

か
ら
普
段
と
は
異
な
る
視
点

で
売
り
場
を
見
学
。
食
を
学

ぶ
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
魚

市
場
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
。

ベ
ン
ト
で
、
展
示
作
品
の
制

作
や
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
に
携
わ

っ
た
学
生
が
、
自
ら
の
思
い

を
交
え
つ
つ
展
示
作
品
や
会

場
周
辺
の
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト

な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
阿
部
美
奈
さ
ん
（
経
営
３

・
宮
城
県
松
島
高
）
は
「
コ

ロ
ナ
禍
の
今
、
自
分
た
ち
に

何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
を
始
め

た
。
ア
ー
ト
か
ら
感
じ
ら
れ

る
こ
と
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
ゼ

ミ
生
の
思
い
を
見
て
み
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

｜
19
）
に
罹
患
さ
れ
た
方
々
と

ご
家
族
の
皆
様
に
対
し
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
感
染
拡
大
防
止
や
治
療

な
ど
に
日
々
ご
尽
力
さ
れ
て
い

る
保
健
機
関
、
医
療
従
事
者
の

皆
様
に
深
く
敬
意
を
表
し
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
感
染
が
再

拡
大
す
る
な
か
で
迎
え
た
新
年

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
石
巻
専

修
大
学
は
十
全
な
対
策
の
下
、

感
染
拡
大
の
防
止
に
努
め
、
こ

の
危
機
を
乗
り
切
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
関
係
す
る
皆
様
方

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
学
は
創
立
30
周
年
を
迎
え

た
２
０
１
９
年
を
改
革
元
年
と

し
、
今
後
10
年
を
見
据
え
た

「
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ

く
教
育
改
革
を
進
め
て
い
ま

す
。
現
在
進
行
中
の
第
１
次
中

期
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
学
生
が
学

修
し
た
知
識
・
技
能
を
実
社
会

の
な
か
で
実
践
で
き
る
場
を
、

教
職
員
が
連
携
し
て
確
保
す
る

こ
と
で
、
社
会
の
諸
課
題
解
決

に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

経
営
学
部
に
新
学
科

　
時
代
の
変
化
と
社
会
の
要
請

に
対
応
し
つ
つ
、
建
学
の
精
神

「
社
会
に
対
す
る
報
恩
奉
仕
」

と
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
「
社
会
知

性
の
開
発
」
に
基
づ
き
、
学
部
、

学
科
に
お
け
る
教
育
研
究
上
の

理
念
、
目
的
を
明
確
に
し
、
独

自
性
を
発
展
的
に
実
現
す
る
た

め
、
21
年
４
月
に
は
経
営
学
部

に
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
を

新
設
し
ま
す
。
地
域
に
根
ざ
し

た
問
題
解
決
型
の
経
営
学
科

と
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
動

き
か
ら
集
積
し
た
デ
ー
タ
を
社

会
科
学
的
に
意
味
づ
け
、
価
値

の
高
い
情
報
と
し
て
世
界
に
発

信
す
る
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

科
が
共
存
す
る
経
営
学
部
を
構

築
し
ま
す
。

理
工
・
人
間
を
新
編

　
さ
ら
に
22
年
４
月
を
目
途

に
、
理
工
学
部
と
人
間
学
部
の

教
育
課
程
の
新
編
を
進
め
ま

す
。理
工
学
部
で
は
、生
物
科
学

科
と
食
環
境
学
科
を
発
展
的
に

統
合
し
、
多
様
な
生
物
資
源
と

そ
れ
を
育
む
豊
か
な
環
境
を
保

全
す
る
生
物
科
学
科
に
新
編
す

る
こ
と
を
構
想
し
て
い
ま
す
。

新
生
物
科
学
科
の
各
コ
ー
ス
に

は
教
育
目
標
を
定
め
、
一
つ
の

コ
ー
ス
が
一
つ
の
学
科
の
よ
う

に
機
能
す
る
四
つ
の
コ
ー
ス
で

構
成
し
ま
す
。
工
学
系
の
機
械

工
学
科
と
情
報
電
子
工
学
科
で

は
、
モ
ノ
と
ヒ
ト
の
動
き
か
ら

収
集
さ
れ
た
情
報
に
基
づ
い
て

新
た
な
モ
ノ
や
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
力
を
磨
く
新
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
整
え
る
計
画
で
す
。
両

学
科
で
は
、
今
後
の
産
業
お
よ

び
社
会
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
技

術
に
つ
い
て
複
合
的
な
基
礎
知

識
を
備
え
、
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・

０
（
超
ス
マ
ー
ト
社
会
）
や
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
に
対
応
で
き
る
次
世
代
エ

ン
ジ
ニ
ア
を
育
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
人
間
学
部
人
間
文
化

学
科
で
は
、
現
行
履
修
モ
デ
ル

を
二
つ
の
コ
ー
ス
に
集
約
し
、

学
生
が
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

っ
て
専
門
分
野
の
学
修
が
で
き

る
よ
う
に
新
編
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
改
編
を
持
続
的
に

推
進
す
る
こ
と
で
、
石
巻
専
修

大
学
は
、
社
会
知
性
で
地
域
社

会
を
支
え
る
「
地
域
に
根
ざ
し

て
世
界
に
尖と

が
っ
た
大
学
」
を

目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

学
生
の
学
び
を
活
性
化
す
る
実

践
的
な
教
育
と
持
続
可
能
な
改

革
を
進
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
皆
様
方
の
ご

支
援
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中長期ビジョン
（2020～2024年度）

１.社会の諸課題解決に活用できる知識・

　 技能を修得した人材を育成する

２.教育研究活動を充実させる

３.学習の質を向上させる環境を整備する

石
巻
専
修
大
学
長

　
尾
池

守

年
頭
の
抱
負

年
頭
の
抱
負

10年後見据えた教育改革を推進10年後見据えた教育改革を推進

４年次生に聞く

　
専
門
学
校
で
保
育
に
つ
い
て

学
ぶ
な
か
で
「
よ
り
知
識
を
深

め
た
い
」
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
、
３
年
次
か
ら
連
携
校
で
あ

る
石
巻
専
修
大
学
に
編
入
し
ま

し
た
。
今
課
題
と
さ
れ
て
い
る

幼
小
連
携
に
も
関
心
が
あ
り
、

保
育
と
併
せ
て
小
学
校
教
育
に

つ
い
て
学
び
た
い
と
思
っ
た
こ

と
も
理
由
の
一
つ
で
す
。

　
在
学
中
に
、
保
育
教
諭
を
目

指
す
動
機
に
変
化
が
あ
り
ま
し

た
。
当
初
は
ピ
ア
ノ
な
ど
特
技

を
生
か
せ
る
と
い
う
理
由
で
し

た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

小
学
校
実
習
を
通
じ
て
子
ど
も

た
ち
と
ふ
れ
あ
う
な
か
で
、
楽

し
さ
を
実
感
し
、
保
育
や
教
育

職
に
以
前
と
は
異
な
る
憧
れ
を

抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
楽
し
い
こ
と
ば
か

り
で
な
く
、
特
に
実
習
は
苦
労

の
連
続
。
努
力
し
て
も
な
か
な

か
報
わ
れ
ず
、
悔
し
い
思
い
を

し
た
こ
と
も
数
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
私
を
助
け
て
く
れ
た
の

は
、
大
学
の
講
義
内
で
行
う
模

擬
授
業
で
し
た
。
人
前
に
立
っ

て
教
え
る
経
験
を
重
ね
る
こ
と

で
不
安
や
緊
張
が
解
消
さ
れ
、

小
学
校
で
の
実
習
に
も
自
信
を

持
っ
て
臨
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
卒
業
後
は
保
育
教
諭
と
し
て

働
く
と
と
も
に
、
幼
小
連
携
の

取
り
組
み
に
も
積
極
的
に
関
わ

り
、
地
域
や
保
育
・
教
育
業
界

に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
岩
手
県
水
沢
高
、
内
定
先

奥
州
市
役
所
〈
保
育
教
諭
〉）

編
入
を
機
に
未
来
広
が
る

人
間
学
部
人
間
教
育
学
科

佐
藤
天
音
さ
ん

教
育
実
習
で
の
佐
藤
さ
ん

９
月

　
東
日
本
大
震
災
の
と
き
に
自

衛
隊
員
が
被
災
者
を
懸
命
に
救

助
す
る
姿
を
目
に
し
て
以
来
、

自
衛
隊
で
人
助
け
を
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
き

ま
し
た
。
進
路
と
し
て
真
剣
に

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

２
年
次
に
参
加
し
た
宮
城
県
議

の
議
員
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が

き
っ
か
け
で
す
。
お
世
話
に
な

っ
た
議
員
が
自
衛
隊
に
詳
し

く
、
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
期
間
中
に
現
役

の
自
衛
官
か
ら
話
を
聞
く
機
会

を
持
て
た
こ
と
で
、
漠
然
と
し

て
い
た
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
鮮

明
に
な
り
ま
し
た
。
３
年
次
の

夏
休
み
に
は
予
備
自
衛
官
補
の

訓
練
な
ど
に
も
参
加
し
て
、
幹

部
候
補
生
と
し
て
入
隊
を
目
指

す
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
人
間
文
化
学
科
の
魅
力
は
、

先
生
と
学
生
の
距
離
が
近
い
こ

と
。
学
生
の
疑
問
や
悩
み
に
対

し
、
先
生
方
は
親
身
に
な
っ
て

助
言
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
先

生
が
取
り
組
ん
で
い
る
種
々
の

活
動
に
参
加
す
る
チ
ャ
ン
ス
も

多
く
、
自
主
性
さ
え
あ
れ
ば
学

年
を
問
わ
ず
多
く
の
こ
と
を
経

験
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ゼ

ミ
で
の
発
表
や
教
育
実
習
な
ど

を
通
じ
て
、
自
分
の
考
え
を
相

手
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ

こ
が
４
年
間
で
大
き
く
成
長
し

た
部
分
だ
と
思
い
ま
す
。

（
宮
城
県
仙
台
育
英
学
園
高
、

内
定
先

陸
上
自
衛
隊
）

自
主
性
持
ち
経
験
を
積
む

人
間
学
部
人
間
文
化
学
科

安
孫
子
由
弥
さ
ん

卒
業
論
文
発
表
会
で
研
究
の
成
果

を
報
告
す
る
安
孫
子
さ
ん

　
経
営
学
部
・
庄
子
真
岐
ゼ

ミ
は
「
観
光
と
ま
ち
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
、
実
践
的

な
活
動
・
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
２
０
１
８
年
か
ら

は
、
石
巻
圏
域
で
開
催
さ
れ

る
ア
ー
ト
と
音
楽
と
食
の
総

合
祭
「
リ
ボ
ー
ン
・
ア
ー
ト

・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
Ｒ
Ａ

Ｆ
）
に
協
力
。
今
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な

ど
が
実
施
で
き
な
い
な
か
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（
Ｆ
Ｂ
）

で
「
石
巻
専
修
大
庄
子
ゼ
ミ

生
が
つ
ぶ
や
く
『
リ
ボ
ー
ン

・
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
』」を
開
設
し
た

写
真
。

　
Ｆ
Ｂ
で
は
、
19
年
の
同
イ

　
12
月
５
日
に
宮
城
県
第
二

総
合
運
動
場
近
的
弓
道
場

（
仙
台
市
）
で
行
わ
れ
た
東

北
学
生
弓
道
新
人
戦
で
、
本

学
弓
道
部
が
団
体
準
優
勝
を

飾
っ
た
。
同
大
会
の
団
体
戦

で
の
入
賞
は
創
部
以
来
初
と

な
る
。

　
団
体
戦
は
１
チ
ー
ム
３
人

で
、
本
学
か
ら
は
２
チ
ー
ム

が
参
加
し
た
。
Ａ
チ
ー
ム
が

23
チ
ー
ム
で
争
わ
れ
た
予
選

を
突
破
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
準

決
勝
で
東
北
福
祉
大
学
に
勝

利
し
た
も
の
の
、
決
勝
で
は

惜
し
く
も
山
形
大
学
に
敗
れ

た
。
金
井
颯
都
さ
ん
（
経
営

１
・
群
馬
県
利
根
商
業
高
）

は
「
大
会
を
通
じ
て
見
つ
け

た
新
た
な
課
題
を
克
服
で
き

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
練
習

に
取
り
組
み
た
い
」
と
今
後

の
抱
負
を
語
っ
た
。

　
サ
イ
ク
リ
ン

グ
愛
好
会
の
学

生
５
人
と
坂
田

隆
部
長
（
理
工

学
部
教
授
）
が

11
月

１

日
、

「
牡
鹿
半
島
チ

ャ
レ
ン
ジ
ラ
イ

ド
２
０
２
０
」

の
運
営
に
協
力

し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
た
牡
鹿

コ
バ
ル
ト
ラ
イ

ン
は
宮
城
県
の

北
東
部
、
太
平
洋
に
突
き
出

す
牡
鹿
半
島
の
中
央
を
縦
断

す
る
観
光
道
路
。
紅
葉
の
名

所
と
し
て
も
知
ら
れ
る
風
光

明
媚
な
コ
ー
ス
を
舞
台
に
、

当
日
は
３
・
６
㎞
の
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム
レ
ー
ス
と
、
金
華
山

を
は
じ
め
３
６
０
度
の
眺
望

が
楽
し
め
る
御
番
所
公
園
を

経
由
し
て
観
光
拠
点
施
設
の

ホ
エ
ー
ル
タ
ウ
ン
お
し
か
で

折
り
返
す
全
長
約
60
㎞
の
フ

ァ
ン
ラ
イ
ド
が
実
施
さ
れ

た
。

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
愛
好
会
は

主
催
者
の
石
巻
観
光
推
進
機

構
の
依
頼
を
受
け
、
大
会
運

営
に
協
力
。
ロ
ー
ド
バ
イ
ク

に
乗
っ
て
参
加
者
と
と
も
に

コ
ー
ス
を
走
り
、
走
行
管
理

な
ど
を
行
っ
た
。

　
戸
松
友
輝
さ
ん
（
理
工
１

・
宮
城
県
東
北
高
）
は
「
大

会
運
営
に
携
わ
る
の
は
初
め

て
で
、
良
い
経
験
に
な
っ

た
。
来
年
度
か
ら
は
活
動
の

幅
を
広
げ
て
、
レ
ー
ス
な
ど

に
も
参
加
し
た
い
」
と
話
し

た
。

東
北
学
生
弓
道

新
人
戦
団
体
戦

　
食
に
関
わ
る
生
産
現
場
な

ど
を
見
学
し
、
実
践
的
な
知

識
や
技
術
を
学
ぶ
「
食
環
境

見
学
」
が
11
月
28
日
に
行
わ

れ
、
食
環
境
学
科
の
１
、
２

年
次
生
26
人
と
理
工
学
部
の

坂
田
隆
教
授
が
石
巻
魚
市
場

を
訪
れ
た
。
学
生
た
ち
は
、

石
巻
魚
市
場
の
沿
革
や
業
務

内
容
、
近
隣
漁
港
も
含
め
た

品
目
別
の
水
揚
げ
量
や
卸
売

価
格
な
ど
を
事
前
に
調
べ
た

う
え
で
見
学
に
臨
ん
だ
。

　
当
日
は
、
初
め
に
石
巻
魚

市
場
㈱
の
志
摩
喜
代
一
専
務

取
締
役
か
ら
、

市
場
の
概
要
や

特
徴
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の

復
興
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、

続
い
て
本
学
の

卒
業
生
で
も
あ

る
総
務
課
の
佐

藤
遼
さ
ん
（
平

27
理
工
）か
ら
、

市
場
で
の
仕
事

石巻魚市場の復興への歩みを学んだ

経営・庄子ゼミ

　
20
年
12
月
号

７
面
「
水
産
資

源
を
生
か
す
２
実
習
」
の
記

事
で
「
狩
野
涼
さ
ん
」
と
あ

る
の
は
、「
狩
野
諒
さ
ん
」
の

誤
り
で
し
た
。
ま
た
、「
経
営

学
部
特
別
授
業
」の
記
事
で
、

「
松
本
遥
乃
さ
ん
」
と
あ
る

の
は
「
松
本
悠
乃
さ
ん
」
の

誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

訂
　
正

魚
市
場
を
見
学

食
環
境
学
科

石巻で過ごした充実の毎日……

初
の
準
優
勝

初
の
準
優
勝

牡鹿半島チャレンジライド

サイクリング愛好会が運営に協力

ＲＡＦ活動ＲＡＦ活動

ＦＢで紹介ＦＢで紹介


